
乳がんの罹患率は世界的に増加傾向にあり、その治療は間接的ではあるものの患者の性生活に大きな影響がある。しかし、我が国では性

への抵抗感や羞恥心の強さから、看護師が患者の性生活に介入し、個々の状況に適した支援を実施することが難しい状況である。そこで、

「乳がん患者の性生活に対する看護支援に関する教育プログラムの開発」という研究を行うこととした。この研究では、乳がん患者の性生

活への看護支援内容を量的・質的に明らかにし、その支援をより良いものとするために、看護師を対象とした教育プログラムの開発を目指

す。 

本研究は、乳がん患者の性生活に対する看護支援の現状を調査し、その実態を明らかにすることを目的に、乳がん患者の看護に従事する

看護師を対象として、近畿圏内にてアンケート調査を行う。乳がん患者の性生活への看護支援の現状を明らかにすることで、より良い看護

支援につなげることができ、患者のQOL向上に寄与できると考える。 

また、「乳がん患者の性生活に対する看護支援に関する教育プログラムの開発」とは別の研究として、将来的には、今回の質問紙調査の

結果から質問項目をさらに精選し、全国調査を行うことも検討している。 
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